
川
震
Ｗ

情
報
収
集
へ
調
整
員

ハ
Ｍ
Ｑ
ハ
派
遣
支
援
二
Ｌ
ズ
把
握

　
中
国
四
川
寄
雅
安
市
蘆

山
県
で
2
0
日
発
生
し
た
大

規
模
地
震
を
受
け
、
国
際

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
北

区
伊
福
町
）
は
2
3
目
、
調

整
員
の
笹
山
徳
治
参
与

（
6
2
ず
福
山
市
新
市
町
＝

を
現
地
に
派
遣
し
た
。
1
0

日
間
の
日
程
で
避
難
所
や

医
療
機
関
を
回
り
、
被
害

状
況
や
支
援
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
る
。

　
中
国
語
が
堪
能
な
笹
山

参
与
は
長
年
の
日
中
友
好

活
動
が
評
価
さ
れ
、
四
川

省
の
国
際
交
流
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
任
命
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
日
午
前
1
1
時
す

ぎ
に
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
を
出

発
。
福
岡
空
港
か
ら
韓
国

・
仁
川
経
由
で
蘆
山
県
へ

向
か
う
。
笹
山
参
与
は
「
困

っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
。

を
認
め
て
お
ら
ず
、
外
国

の
支
援
も
必
要
な
い
と
の

報
道
も
あ
る
た
め
、
今
後

の
医
師
派
誰
な
ど
は
未

定
と
い
う
。
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で
き
る
か
を
、
自
分
の
目

で
確
か
め
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

　
た
だ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る

と
、
中
国
政
府
は
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
地
入
り

晃

将

心

中国四川省の被災地へ向け出発

するＡＭＤＡの笹山参与－23日

午前Ｕ時10分、ＪＲ岡山駅

　
7
2
時
間
が
経
過

　
捜
索
活
動
続
く

　
【
藤
山
共
同
】
2
3
目
で

発
生
往
日
目
と
な
っ
た
中

国
四
川
首
雅
宏
市
藤
山
県

の
大
地
袋
は
、
生
き
埋
め

と
な
っ
た
人
の
生
存
率
が

急
激
に
下
が
る
と
さ
れ
る

発
生
後
7
2
時
間
を
同
日
午

前
８
時
２
分
（
日
本
時
間

同
９
時
２
分
）
に
迎
え
た
。

軍
な
ど
は
雨
が
降
る
中
、

行
方
不
問
者
2
5
人
の
捜
索

を
続
け
て
い
る
が
、
習
近

平
指
導
部
は
行
方
不
明
者

の
救
出
活
動
か
ら
対
応
の

軸
足
を
イ
ン
フ
ラ
復
旧
や

被
災
者
の
生
活
再
建
な
ど

の
支
援
に
移
す
と
み
ら
れ

る
。
　
四
川
首
当
局
に
よ
る

と
、
2
3
目
朝
現
在
の
死
者

は
１
９
３
人
、
負
傷
者
は

士
万
２
２
士
士
人
、
被
災

者
は
士
９
９
万
人
以
上
。

　
蘆
山
県
一
帯
の
道
路
は

崩
れ
た
土
砂
な
ど
で
交
通

が
制
限
さ
れ
て
い
る
上
、

人
命
款
前
に
向
か
う
部
隊

の
車
両
が
大
量
に
投
入
さ

れ
た
た
め
、
渋
滞
が
深
刻

化
。
蘆
山
県
中
心
部
か
ら

離
れ
た
山
間
部
の
集
落
に

は
飲
用
水
や
食
料
、
テ
ン

ト
な
ど
の
救
援
物
資
が
強

い
て
い
な
い
。
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